
 

男女共同参画に関する市民意識調査報告書 

＜ 概 要 版 ＞ 
 

 

 

□調査の目的 

 この調査は、男女共同参画に関する市民の意識や実態を把握し、基本計画の見直し（平成 20

年度）及び今後の市の男女共同参画施策の推進に反映させるための基礎資料とすることを目的と

して実施しました。 
 
□調査の方法と回収結果 

①調査地域：さいたま市全域 

②調査対象：市内在住の満20歳以上の男女5,000人 

③抽出方法：住民基本台帳・外国人登録原票より無作為抽出 

④調査方法：郵送配布、郵送回収。礼状兼督促状１回送付。 

⑤調査期間：平成18年8月1日～8月21日 

 

 

 

 

□概要版の見方 

・ この概要版は、調査の概要をとりまとめたものです。詳しくは、本編をご参照ください。 
・ 回答の比率（％）は、その設問の回答者数を基数として算出しています。そのため、複数回

答の場合、選択肢ごとの割合を合計すると 100％を超えることがあります。 
・ 回答の比率（％）は、小数点以下第２位を四捨五入により端数処理しています。そのため、

属性ごとの回答比率の合計が、合計欄の数値と一致しないことがあります。 
・ 各設問において、性別など調査対象者の基本属性にかかわる図・表については、基本属性に
「無回答」があるため、全体の数値と一致しません。 

 

 

平成１９年１月 

さいたま市 

 配布数（票） 有効回収数（票） 有効回収率（％） 

男性 2,535 743 29.3 

女性 2,465 1,083 43.9 

性別不詳 ― 105 ― 

合計 5,000 1,931 38.6 
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6.9
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35.2

41.6
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30.6

26.8

33.7

18.3

16.0

20.3

6.9

5.9

7.5

賛成
どちらかと

いえば賛成

どちらかと

いえば反対
反対

わから

ない
無回答

2.2

1.7

2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(1931)

男性( 743)

女性(1083)

単位:％

１ 男女平等に関する意識について 

賛成 反対 

10.3

20.8

7.9

34.5

22.9

12.7

2.0

男性の方が非常

に優遇されている

36.6

52.8

31.8

41.4

51.9

16.0

46.5

どちらかといえば、男性

の方が優遇されている

34.9

13.2

36.4

11.6

61.1

22.9

13.4

平等

8.8

9.3

5.3

4.1

2.5

1.5

4.7

どちらかといえば、女性

の方が優遇されている

0.9

0.8

1.2

0.2

1.0

0.9

1.9

女性の方が非常

に優遇されている

10.8

10.2

11.4

7.0

5.3

6.0

4.6

わからない

2.4

2.9

3.8

3.0

2.6

3.3

2.1

無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家庭生活の場

学校教育の場

職場

政治の場

地域活動の場

社会通念や慣習など

法律や制度上

総数=1931 単位:％

 

 

 

◇「男は仕事、女は家庭」という男女の役割分担意識 

■性別役割分担に「反対」がわずかに上回る 

「男は仕事、女は家庭」という男女の役割分担の考え方について、全体では反対が多くなっていま

すが、男性では賛成の方がやや多くなっています。一方、女性については、反対が多い傾向がみられ、

男女の意識に違いがみられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
◇各分野における男女の地位の平等感 

■学校教育の場は平等、職場は男性の方が優遇 

家庭生活の場や職場など７つの分野のうち、最も男女が平等であると考えられているのは、「学校教

育の場」で、一方「政治の場」、「職場」、「社会通念や慣習」では、男性の方が優遇されているという

認識が高くなっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

男性の方が優遇されている 女性の方が優遇されている
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【女性】(1083)

78.5

48.8

42.8

27.1

46.5

主に自分

6.4

10.6

7.1

自分と配偶者

が同じく らい

16.4

13.0

1.8

1.8

2.1

主に

配偶者

1.5

11.5

1.6

主に配偶者

以外の家族

1.8

5.7

5.4

2.4

家族以外の

人に依頼

0.0

0.2

0.6

1.5

0.1

あてはまらない

29.0

5.4

22.6

51.7

36.5

4.8

無回答

1.3

3.7

4.7

5.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

炊事・洗濯・掃除などの家事

育児や子どものしつけ

親や家族の介護

自治会などの地域活動

子どもの学校行事への参加

２ 家庭生活について 

【男性】（743）

7.9 11.4

11.6

11.4

66.6

20.5

37.6

4.7

主に自分

1.5

4.2

19.4

2.3

16.8

21.3

自分と配偶者

が同じく らい

32.0

38.6

主に

配偶者

0.9

2.8

6.2

5.5

1.3

主に配偶者

以外の家族

0.0

1.1

1.3

0.3

0.0

家族以外の

人に依頼

43.9

55.2

22.5

6.6

33.4

あてはまらない

3.9

3.9

2.4

0.9

無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

炊事・洗濯・掃除などの家事

育児や子どものしつけ

親や家族の介護

自治会などの地域活動

子どもの学校行事への参加

単位:％

10.1 27.7

25.7

18.9

19.4

23.6

27.9 5.3

5.7

9.8

9.4 32.0 19.7 18.0 9.2

7.2

4.4

5.2

5.3

4.3

3.5

3.0

1.6

3.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(1931)

男性(743)

女性(1083)

◇男女があらゆる分野で平等になるために重要なこと 

■女性を取り巻く様々な偏見、固定的な社会通念、慣習・しきたりを改めることへの要

望が強い 

男女が社会のあらゆる分野でもっと平等になるために重要なこととして、「女性を取り巻く様々な偏

見、固定的な社会通念、慣習・しきたりを改めること」や「女性の就業、社会参加を支援する施設や

サービスの充実を図ること」が多く挙げられています。社会全体の意識変革や、女性の社会進出を支

援する体制づくりが重要と考えられているようです。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

◇家庭生活における役割分担 

■炊事・洗濯・掃除などの家事は女性が担っている 

家事や育児など５つの項目について、家庭では主に女性が行っている場合が多くなっています。こ

のうち、女性が家庭で行うこととして、最も高い割合を占めたのは、「炊事・洗濯・掃除などの家事」

で、男女ともに 60％を超える人が女性が担っていると答えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

法
律
や
制
度
上

で
の
見
直
し
を

行
い
、
女
性
差
別

に
つ
な
が
る
も

の
を
改
め
る
こ

と 女
性
を
取
り
巻

く
様
々
な
偏
見
、

固
定
的
な
社
会

通
念
、
慣
習
・
し

き
た
り
を
改
め

る
こ
と 

女
性
自
身
の
経

済
力
保
持
、
知

識
・
技
術
の
習
得

な
ど
、
積
極
的
に

力
の
向
上
を
図

る
こ
と 

女
性
の
就
業
、
社

会
参
加
を
支
援

す
る
施
設
や
サ

ー
ビ
ス
の
充
実

を
図
る
こ
と 

政
府
や
企
業
な

ど
の
重
要
な
役

職
に
、
一
定
の
割

合
で
女
性
を
登

用
す
る
制
度
を

採
用
・
充
実
す
る

こ
と 

わ
か
ら
な
い 

そ
の
他 

無
回
答 

単位:％ 



3

43.0

42.7

41.1

37.4

20.1

19.7

15.4

13.5

7.3

2.1

4.9

1.6

42.3

45.6

39.6

28.5

20.9

16.6

15.3

16.2

7.1

3.0

5.9

1.3

43.5

41.2

43.0

44.0

20.5

21.7

15.1

11.5

7.3

1.3

4.1

1.5

0 10 20 30 40 50

夫婦や家族間でのコミュニケーションを

積極的に行う

男性の仕事中心の生き方、考え方を改める

社会の中で、男性が家事などに

参加することに対する評価を高める

男性が家事などに参加することに対する

男性自身の抵抗感をなくす

男性が子育て、介護、地域活動を行うための

仲間（ネットワーク）づくりを進める

年配者やまわりの人が、夫婦の役割分担等に

ついての当事者の考え方を尊重する

男性が家事などに関心を高めるよう

啓発や情報提供を行う

講習会や研修等を行い、男性の

家事、育児、介護の技能を高める

男性が家事などに参加することに対する

女性の抵抗感をなくす

わからない

その他

無回答

％

全体(1931)
男性(743)

女性(1083)

３ 就業について 

◇男性が家事、子育て、介護、地域活動へ参加するために必要なこと 

■男性の家庭参画を促すためにはコミュニケーションと社会の認識を改めることが必要 

男性が家事、子育て、介護、地

域活動などに積極的に参加するた

めには、「夫婦や家族間でのコミュ

ニケーションを積極的に行う」こ

とに加えて、「男性の仕事中心の生

き方、考え方を改める」、「社会の

中で、男性が家事などに参加する

ことに対する評価を高める」こと

などが必要と考えられています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇女性が職業をもつことについての考え 

■結婚・出産で退職し、育児後再就職する女性の働き方への希望が強い 

男女ともに、「子どもができたら職業をやめ、大きくなったら再び職業をもつ方がよい」という中断

再就職の意向が約半数を占めています。「子どもができても、ずっと職業を続ける方がよい」という就

職継続意向を大きく上回っています。 
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31.7

37.0

47.5

34.4

29.3

20.9

47.0

45.5

30.8

45.0

42.7

55.6

23.0

10.6

38.6

10.1

10.0

13.1

10.8

10.2

14.5

27.9

7.1

6.8

7.4

7.3

7.3

7.7

7.82.8

男性の方が優

遇されている
平等

1.2

2.5

1.2

0.7

4.1

女性の方が優

遇されている

あてはま

らない
無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

採用時の条件

賃金

昇進や昇格

能力評価

仕事の内容

研修の機会や内容

育児休業、介護
休業の取得

総数=1080 単位:％

◇職場における男女の地位の平等感 

■昇進・昇格で男女不平等の意識が強い 

職場での男女平等意識に関して、「平等」であるという回答割合が高い傾向があります。ただし、「昇

進・昇格」については「男性の方が優遇されている」という回答が半数近くを占めています。一方で、

「育児休業、介護休業の取得」については「女性の方が優遇されている」との意識が高くなっていま

す。 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇男性が育児・介護休業等を取得することについての考え 

■職場や社会全体に男性が育児・介護休業等を取ることへの認識が十分にない 

男性が育児・介護休業・子の看護休暇を取ることについて、男女ともに 70％以上が「賛成だが、現実

的には取りづらいと思う」と回答しています。また、男性が制度を活用しづらい理由としては、職場

や社会全体の理解が不十分なことが指摘されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（男性が育児・介護休業等を取ることについて） 

15.6

17.0

14.2

76.0

74.8

78.6

3.0

4.0

2.2

2.6

1.6

2.6

0.9

0.8

0.8

1.8

1.7

1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(1931)

男性( 743)

女性(1083)

単位:％
男性も育児・介護休
業・子の看護休暇を
積極的に取るべき
である 

男性も育児・介護休
業・子の看護休暇を
取ることは賛成だ
が、現実的には取り
づらいと思う 

育児・介護は女性がす
るべきであり、男性が
休業・休暇を取る必要
はない 

わ
か
ら
な
い 

その他 無回答 

 

単位:％ 
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56.1

54.7

45.2

25.8

25.2

24.9

17.0

0.7

2.2

0.9

52.9

47.3

50.0

23.9

30.6

24.1

18.0

1.1

1.8

0.4

58.5

59.7

42.1

28.0

22.0

25.4

16.8

0.4

2.4

0.9

0 10 20 30 40 50 60

職場に取りやすい

雰囲気がないから

男性が取ることについて社会

全体の認識が十分にないから

取ると仕事上周囲の

人に迷惑がかかるから

取ると人事評価や昇給などに

悪い影響があるから

仕事が忙しいから

取ると経済的に困るから

周囲に取った男性が

いないから

わからない

その他

無回答

％

全体(1468)

男性(556)

女性(851)

61.9

44.1

41.5

35.0

27.7

25.4

25.0

1.9

2.2

1.4

62.3

47.8

43.1

35.8

26.0

19.0

28.8

2.0

3.1

1.2

62.9

41.6

41.5

35.5

27.8

29.7

21.8

1.6

1.6

1.4

0 10 20 30 40 50 60 70

育児休業・介護休業制度を

取得しやすい環境をつくる

育児休業・介護休業中の賃金

その他の経済的支援を充実する

地域の保育施設や保育時間の

延長など保育制度を充実する

在宅勤務やフレックスタイム制度

など、柔軟な勤務制度を導入する

育児や介護のために

退職した人を再雇用する

女性が働くことに対し、家族や

周囲の理解と協力がある

年間労働時間を短縮する

わからない

その他

無回答

％

全体(1931)

男性(743)

女性(1083)

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
◇仕事と家庭の両立のために必要なこと 

■仕事と家庭の両立のために、職場での育休取得や経済的支援の充実が求められる 

男女が仕事と家庭を両立するための条件としては、「育児休業・介護休業制度を取得しやすい環境

をつくる」ことが最も多く、ほかに「育児休業・介護休業中の経済的支援の充実」や、「保育制度の充

実」など、職場と地域両方において、仕事と家庭の両立を支えるしくみが必要とされています。 
 

 

（現実に取りづらい理由） 
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83.2

35.5

34.5

19.2

6.1

2.2

1.9

1.5

83.2

28.0

39.8

26.1

7.9

1.5

2.7

0.8

83.9

41.0

31.0

13.6

4.6

2.3

1.5

1.5

0 20 40 60 80 100

意欲と能力のある女性は、

どんどん役職に就いてほしい

家事や子育て、介護などの負担が大き

いため、女性が役職に就くのは難しい

女性の特性が生かせる、女性の多い職

場や地域活動で、役職に就いた方がよい

現状では、役職に就くことのできる

経験や能力を備えた女性が少ない

女性も役職に就いた方がよい
が、自分の上司は男性がよい

わからない

その他

無回答

％

全体(1931)

男性(743)

女性(1083)

46.7

36.8

34.6

32.7

31.7

22.3

16.5

13.6

7.0

2.4

2.3

48.2

32.4

36.2

34.3

33.0

22.5

20.2

13.2

6.3

3.0

1.1

46.3

40.7

34.0

31.8

30.7

21.9

13.9

13.4

7.3

2.0

2.6

0 10 20 30 40 50

女性自身が政策・方針決定の場に

参画することへの関心を高める

家事や子育てなど家庭内での責任を

男女がバランスよく分かち合う

行政の審議会などに女性委員を増やす

行政・企業の管理職に女性を増やす

女性が学習・研修・能力開発をする

機会を充実させる

男性が男女共同参画について

学ぶ機会を充実させる

自治会など地域団体の長や役員に

女性を増やす

女性の活動を支援する団体に

情報提供したり、活動を支援する

わからない

その他

無回答

％

全体(1931)

男性(743)

女性(1083)

４ 社会参画について 

◇女性が政策・方針決定の場に進出することについての考え 

■女性の進出は望まれているものの家事等の負担により難しい 

「意欲と能力のある女性は、どんどん役職に就いてほしい」という回答が 80％以上を占める一方で、
女性の約 40％が家事や子育て、介護などの負担が大きいため、女性が役職に就くのは難しいとしてお
り、家庭生活との両立の難しさを感じているようです。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇女性が政策・方針決定の場に進出するために必要なこと 

■女性自身が政策・方針決定の場に参画することへの関心を高める必要がある 

女性進出のために必要なこととして、男女ともに、女性自身が政策・方針決定の場に参画すること
への関心を高めることを第一に挙げています。 
次いで、家庭内での責任の男女での分担や、女性を登用する直接的な施策や女性の能力向上のため
の取り組みなど、社会のしくみづくりが挙げられています。 
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６ 配偶者などからの暴力について 

50.6

50.4

50.0

35.4

31.4

20.8

12.6

10.4

9.8

1.6

4.7

3.3

3.0

46.7

47.1

45.0

37.6

34.5

20.9

14.4

11.0

10.4

2.2

3.1

5.0

2.2

53.8

53.3

54.0

34.3

28.8

20.5

11.0

10.2

9.3

1.3

5.3

2.3

2.7

0 10 20 30 40 50 60

性別にかかわりなく、児童・生徒の個性や

能力に応じた生活指導・進路指導を行う

互いの性を尊重しあうことや子どもを

産み育てることの大切さを教える

家庭科などを通じて性別にかかわらず

家庭生活に必要な実技を教える

学校生活での児童・生徒の

役割分担を男女平等にする

男女平等についての授業を行う

校長や教員などに対し、男女

平等についての研修を行う

名簿や教室内の座席などに

ついて、男女を分けない

女性の校長や教頭を増やす

男女平等についての子ども向け、

家庭向けパンフレットを作成する

学校教育のなかで行う必要はない

わからない

その他

無回答

％

全体(1931)

男性(743)

女性(1083)

５ 学校教育について 

◇学校教育の分野で力を入れるべきこと 

■教育のしくみよりも、教育の中身に関する取り組みが求められている 

学校教育の分野で力を入れて取り組むべきこととして、個性や能力に応じた生活指導・進路指導に

加えて、性を尊重し子どもを産み育てる大切さや、家庭生活に必要な実技を教えるなど、教育の中身

に関する取り組みが求められています。一方で、女性を校長や教頭に登用するなど、学校教育のしく

みに関する要望は 10％前後になっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇暴力として認識される行為 

■交友関係の監視や長時間の無視は「暴力にあたると思わない」が約10％ 

配偶者などからの 11 の行為のうち、「どんな場合も暴力にあたると思う」と考える人が 80％を超え

ているのは、「体を傷つける可能性のある物でなぐる」、「刃物などを突きつけて、おどす」などの身体

的暴力となっています。これに対して、「暴力にあたるとは思わない」と考える人が 10％を超えてい

るのは、「交友関係や電話を細かく監視する」、「何を言っても長時間無視し続ける」などの精神的暴力

です。 

 



8

11.2

15.5

83.5

77.24.3

2.2

何度も

あった

1、２度

あった

まった

くない

3.0

3.1

無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性( 649)

女性( 960)

単位:％

92.4

84.62.9

0.6

何度も

あった

2.9

8.0

1、２度

あった

まった

くない

4.5

4.0

無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性( 649)

女性( 960)

単位:％

93.5

79.5

何度も

あった

0.2

4.9

1、２度

あった

11.8

2.0

まった

くない
無回答

4.3

3.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性( 649)

女性( 960)

単位:％

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇配偶者等からの被害経験 

■被害経験は女性に多い 

配偶者などからの暴力の被害経

験は、女性に多くみられます。身

体に対する暴力を受けたことのあ

る女性は約５人に１人、自分や家

族に危害が加えられるのではない

かと恐怖を感じたことがある女性

は約９人に１人、いやがっている

のに性的な行為を強要されたこと

ある女性は約６人に１人となって

います。 

 

 

（身体に対する暴行を受けた経験）「身体的暴力」 

（いやがっているのに、性的な行為を強要された経験）「性的暴力」 

（自分や家族に危害が加えられるのではないかと恐怖を感じた経験）「精神的暴力」 

 

60.8

79.3

88.9

52.7

88.3

72.4

60.1

44.5

42.7

61.0

47.1

28.9

11.3

32.3

17.0

23.1

35.8

35.6

24.3

38.2

5.7

7.6

11.0

12.5

6.4

7.0

9.3

9.2

8.7

9.2

8.3

7.7

どんな場合でも暴

力にあたると思う

暴力にあたる場合も、そう

でない場合もあると思う

2.6

2.6

暴力にあたる

とは思わない

2.5

1.1

0.6

0.9

1.9

7.8

8.6

7.8

8.3

8.1

無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ア．平手で打つ

イ．足でける

ウ．体を傷つける可能性の
ある物でなぐる

エ．なぐるふりをして、おどす

オ．刃物などを突きつけて、おどす

カ．いやがっているのに
性的な行為を強要する

キ．見たくないのに、ポルノ
ビデオや雑誌を見せる

ク．何を言っても長時間無視し続ける

ケ．交友関係や電話を
細かく監視する

コ．「誰のおかげで生活できるんだ」、
「かいしょうなし」と言う

サ．大声でどなる

総数=1931
単位:％

あった 

あった 

あった 
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71.1

38.6

18.1

16.9

10.8

6.0

3.6

8.4

0.0

0.0

3.6

4.8

2.4

54.3

22.9

23.4

20.7

16.5

7.4

8.0

3.7

5.3

2.7

3.2

4.3

2.1

0 20 40 60 80

相談するほどのことでないと

思ったから

自分に悪いところがあると思ったから

自分さえ我慢すれば何とか

やっていけると思ったから

相談しても無駄だと思ったから

恥ずかしくて誰にも言えなかったから

他人を巻き込みたくないから

誰に相談したらよいか

わからなかったから

世間体が悪いから

相談したことがわかると、もっと

ひどい暴力を受けると思ったから

相談窓口の担当者の言動により、

不快な思いをすると思ったから

思い出したくないから

その他

無回答

％

男性(83)

女性(188)

9.5

27.8

5.3

9.2

82.1

57.0

相談した
相談でき

なかった

相談しようとは

思わなかった

6.0

無回答

3.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性( 95)

女性(284)

単位:％

◇暴力についての相談経験 

■配偶者から受けた行為について男女ともに「相談しなかった」割合が高い 

「相談しなかった」は、男性で 80％以上、女性で 60％以上となっています。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
◇相談できなかった理由 

■「相談するほどのことでない」と思っている人が半数以上である 

相談しなかった理由として、男女ともに最も多かったのは、「相談するほどのことでないと思ったか

ら」で、次いで男性は「自分に悪いところがあると思ったから」、女性は「自分さえ我慢すれば何とか

やっていけると思ったから」となっています。 

 
 

相談しなかった 
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31.3

25.2

23.3

21.9

20.6

17.8

11.6

10.8

24.0

2.4

7.1

0 5 10 15 20 25 30 35

男女共同参画に関する情報
の収集・提供

女性相談窓口の充実

就職講座や起業講座などによる
女性の就業支援

講座・講演会などの企画・開催

自主的な学習活動・ＮＰＯ・
ボランティアの活動支援

男女共同参画に関する問題の
調査・研究の充実

男女共同参画リーダーの育成

男性相談窓口の整備

わからない

その他

無回答

％総数=1931 （複数回答）

７ 市の男女共同参画の推進に関する施策について

41.9

39.5

37.8

32.2

21.0

16.2

10.8

8.8

8.2

5.6

1.6

5.2

0 10 20 30 40 50

高齢者等が安心して暮らせる
条件の整備

男女共同参画の視点に立った社会
制度・慣行の見直し、意識の改革

男女の職業生活と家庭・
地域生活の両立の支援

雇用等の分野における男女の均等
な機会と待遇の確保

男女共同参画を推進し多様な選択を可
能にする教育・学習の充実

政策・方針決定過程への
女性の参画の拡大

女性に対するあらゆる暴力の根絶

生涯を通じた女性の健康支援

メディアにおける男女共同
参画の推進

わからない

その他

無回答

％総数=1931 （複数回答）

 

◇男女共同参画社会実現のために市が力を入れていくべきこと 

■高齢者等が安心して暮らせる条件の整備や男女共同参画のための制度・慣行の見直し

が望まれている 

今後、市が力を入れるべき施策とし

ては、「高齢者等が安心して暮らせる条

件の整備」とともに、「男女共同参画の

視点に立った社会制度・慣行の見直し、

意識の改革」や、「男女の職業生活と家

庭・地域生活の両立の支援」、「雇用等

の分野における男女の均等な機会と待

遇の確保」が挙げられています。 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

◇さいたま市男女共同参画推進センターに期待すること 

■さいたま市男女共同参画推進センターには情報拠点、相談窓口、活動支援などの機能

が求められている一方で、わからないとする回答も多い 

センター（パートナーシップさいた

ま）に期待する事業としては、「男女共

同参画に関する情報の収集・提供」が

多く挙げられ、次いで「女性相談窓口

の充実」や、「就職講座や起業講座など

による女性の就業支援」となっていま

す。 

 一方で、「わからない」と答えた人も

多くなっています。 
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4.0

6.7

6.1

8.2

8.4

4.9

7.6

12.1

10.3

10.4

10.4

5.2

5.7

0 5 10 15

男性／20～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70歳以上

女性／20～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70歳以上

無回答

％総数=1931

回答者の属性 
 
 
 
 ◇性別 
■女性が多い 

回答者の性別は、女性（56.1％）が男性

（38.5％）より多くなっています。 
 
 
◇年齢 

■男性の50代以上、女性の30代以

上が多い 

回答者の年齢は、いずれの年代でも女性

が多く、男性は 50 代以上、女性は 30 代以

上の回答者が多くなっています。 
 

 

 

 
 
◇就労状況 

■会社員・団体職員が多い 

回答者の就労状況は、「会社員・団体職員」

が 28.9％で最も多く、次いで、「家事専業」

が 22.1％となっています。 
 
 

 

 

◇同居している家族の構成 

■核家族世帯が多い 

回答者の同居している家族の構成について、

全体では「親と子ども（核家族世帯）」が

48.0％を占め、次いで「夫婦（カップル）」

が 26.8％となっています。 

 
 
 

28.9

7.6

13.7

5.7

22.1

2.5

14.9

2.7

1.9

0 5 10 15 20 25 30 35

会社員・団体職員

自由業・自営業

パート・アルバイト

公務員・教員

家事専業

学生

無職

その他

無回答

％総数=1931

男性
38.5%

女性
56.1%

無回答
5.4%

総数
1931

8.0

26.8

48.0

6.1

7.2

2.5

1.5

0 10 20 30 40 50 60

ひとり暮らし

夫婦（カップル）

親と子ども
（核家族世帯）

親と子ども夫婦
（２世代世帯）

親と子ども夫婦と孫
（３世代世帯）

その他

無回答

％総数=1931

男女共同参画に関する市民意識調査報告書 概要版   
さいたま市市民局生活文化部男女共生推進課 〒330-9588 さいたま市浦和区常盤６丁目４番４号 

TEL 048-829-1231 FAX 048-829-1969 E-mail danjo-kyosei@city.saitama.lg.jp 


